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私に支部だより（香川）の執筆依頼をいただいたのは今回が 2回目です．平成 24年 7月に第 4

代香川県透析医会会長に就任後，本年 7月に 5期目（10年）をむかえます（表 1）．
本会は香川県下 48の透析施設による施設会員で構成されています．香川県は令和 2年現在 71名

の透析専門医を有し，2,750名の透析患者さんの治療を行っています．
平成 30年香川県で透析を開始した患者さんは 390名です．平均年齢は 71.7歳（75歳以上の患者

さんが 46.8％）でますます高齢化が進んでいます．腹膜透析を選択された方が 38人（9.7％）でし

た．香川県は 10数年にわたり，腎代替療法選択の際に血液透析に偏らず腹膜透析，腎移植を積極
的に推進してきました．
平成 23年 3月に発生した未曾有の東日本大震災をふまえ，また今後 30年内に 50％の確率で発

生するとされる南海地震等災害に備え，平成 24年本会において災害時情報伝達マニュアルを作成

し 13施設の災害基幹病院を中心とした連絡網を構築しました．平成 29年 3月 7日に本マニュアル

の改訂版を香川県透析医会ホームページ内にアップしています．平成 30年 8月には香川県災害訓

練に香川県透析医会が参加しました（図 1）．香川県透析医会災害情報伝達マニュアルの内容を香
川県医務国保課や香川県医師会・歯科医師会・薬剤師会・看護協会等の方々と共有できました．香
川県災害拠点病院以外での血液透析施行 4施設の紹介を行い，行政には透析電力維持のため，重油
配送は主な 4施設となる旨を周知できました（表 2）．
平成 30年 10月には香川県透析医会発足 30周年記念講演会を行いました．講演会に先立ち，香
川県透析医会誌第 5巻香川県透析医会 30周年記念号を 10月 1日に発刊しました．会誌内では 30

周年を振り返った思い出深い寄稿を多数いただきました．同年 4月 8日に亡くなられた初代会長の
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表1　香川県透析医会歴代会長

初代　大林誠一 S 63.12月～H 11.6月　6期
香川県透析医会（S 63.12月）　1回～21回（H 10.12月）

2代　廣畑　衛 H 11.7～H 18.6月　3期
香川県透析医会（H 11.7月）　22回～34回（H 17.6月）

3代　沼田　明 H 18.7月～H 24.6月　3期
香川県透析医会（H 17.12月）　35回～48回（H 24.6月）

4代　山中正人 H 24.7月～
香川県透析医会（H24.12月）　49回～

（香川県透析医会誌第 5巻香川県透析医会 30周年記念号より）
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大林誠一先生の追悼文も鬼無信先生にいただきました．東京女子医科大学第 4内科主任教授の新田

孝作先生にご来県いただき御講演をいただきました．香川県透析医会会員一同，本会の伝統や地元
香川県で透析医療に果たしてきた役割を再認識し 40年，50年と引き続き透析治療の成績向上およ

び透析患者の福祉向上に努めていきたいと考えています．
最後に，香川県でも透析 HIV患者さんの増加に対応できるよう香川県 HIV透析ネットワーク構

築を進めていくこととしました．第 64回香川県透析医会医学会総会時，私自身が『香川 HIV透析

ネットワーク構築．登録施設は非公開（香川県透析医会ホームページ会員限定内に載せる）』と題
し報告しました．後日，会員はホームページ内でビデオを閲覧できます．

図 1　香川県透析医会訓練内容

○徳島県から本県の透析提供医療機関での受入要請有（3名以上、陸路搬送想定）
○災害拠点病院（小豆島中央病院を除く）は（入院患者を除く）血液透析を提供しない。
○災害拠点病院を除く透析ベッドは 888 床。（アンケート結果）
○県内の患者は、血液透析 2,500 人、腹膜透析 200 人。（アンケート結果）
○県内各地で停電、断水が発生しているが、県内の透析医療機関では、非常用電源等も活用し、自らの患者
の透析は実施可能である。
○腹膜透析患者については、月２回程度受診と想定し、発災日当日の対応は不要とする。
○血液透析 2,500 人のうち、小豆島中央病院を除く災害拠点病院の患者 188 人を、他の医療機関で受入れる
が、受入病院は、透析医会の事前取決めのとおり、香川井下病院、岩崎病院、キナシ大林病院、海部医院
とする。
○これらの医療機関には、県から香川県石油商業組合との協定に基づく重油の提供が継続的になされ、透析
に必要な電源は確保されている。
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表 2　香川県内災害拠点病院を除いた災害時中心透析施設

透析患者数 受け入れ人数

キナシ大林病院 290 20/日
海部医院 160 30/日
香川井下病院 109 80/週
岩崎病院  64 50/日

（香川県透析医会　計画停電時アンケート調査より）




